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そ
の
も
の
が
、
黄
表
紙
に
と
っ
て
禁
忌
と
み
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
た
と
え

ば
水
野
稔
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
の
も
、
京
伝
の
教
訓
的
言
辞
を
高
く

評
価
せ
ず
、
む
し
ろ
教
訓
か
ら
の
脱
却
こ
そ
が
京
伝
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
こ
と

だ
と
の
立
場
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

寛
政
後
半
以
後
の
京
伝
黄
表
紙
で
の
救
い
と
な
る
の
は
、
も
う
常
套
手
段

と
な
っ
た
見
立
比
喩
に
お
い
て
も
、
思
い
切
っ
て
心
学
教
訓
談
義
風
の
衣

裳
を
脱
ぎ
す
て
る
こ
と
で
あ
り
、機
知
の
面
白
さ
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
し
ん
ば
教
訓
を
口
に
し
て
も
、
そ
れ
が
決
し
て
当
面
の
目
的
で
は
な
い

態
度
を
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
注
２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
寛
政
以
降
の
京
伝
作
の
黄
表
紙
か
ら
、
あ
た
か
も
教
訓
が

趣
向
の
主
要
要
素
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
。
で
は
、
忌
む
べ
き
は
ず
の
教
訓
が
繰
り
返
さ
れ
た
事
実
に
は
一
体

ど
の
よ
う
な
意
味
付
け
を
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
い
て
こ
そ
、

こ
の
時
期
の
京
伝
作
黄
表
紙
は
初
め
て
正
当
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本

一
　
は
じ
め
に

黄
表
紙
と
は
、
文
学
史
上
の
区
分
と
し
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
か
ら

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
草
双
紙
の
一
群
を
指
す
。
こ
の
う
ち

山
東
京
伝
が
作
家
と
し
て
黄
表
紙
に
携
っ
た
期
間
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

か
ら
文
化
三
年
ま
で
で
あ
り
、『
山
東
京
伝
全
集
（
注
１
）』

に
従
え
ば
、
そ
の
間
の
創

作
は
全
一
二
六
作
に
の
ぼ
る
。
京
伝
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
過
料
、
そ
の
二
年
後
の
手
鎖
と
い
う
二
度
の
処
罰
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
作
品
の
成
立
時
期
を
見
て
み
る
と
、
寛

政
元
年
ま
で
に
四
四
作
、寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
以
降
に
八
二
作
を
上
梓
し
、

数
の
面
で
は
寛
政
二
年
以
降
の
黄
表
紙
が
は
る
か
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
け
れ
ど
も
筆
禍
以
降
の
作
は
、従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
さ
れ
て
来
ず
、

取
り
沙
汰
さ
れ
る
場
合
に
下
さ
れ
る
評
価
も
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
寛
政
初
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
京
伝
の
作
品
を
特
徴
付
け
て
い
る
教
訓
性

山
東
京
伝
後
期
黄
表
紙
に
お
け
る
教
訓
の
意
義

久

保

田

 
 

　

愛
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⑯
「
喩
意
馬

筆
曲
馬 

仮
多
手
綱
忠
臣
鞍
」 

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
刊

⑰
「
賢
愚
湊
銭
湯
新
話
」 

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊

⑱
「
延
命

長
尺 

御
誂
染
長
寿
小
紋
」 

同
年
刊

⑲
「
人
間
万
事
吹
矢
的
」 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

⑳
「
人
相

手
紋 

裡
家
筭
見
通
坐
敷
」 

同
年
刊

○21
「
人
間

一
代 

悟
衟
迷
所
独
案
内
」 

同
年
刊

読
本○22

「
桜
姫

全
伝 

曙
草
紙
」 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊

○23
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
刊

二  「
心
」
に
関
す
る
教
訓

寛
政
二
年
刊
「
大
極
上

請
合
売

心
学
早
染
草
」
以
降
の
京
伝
黄
表
紙
に
、
教
訓
も
の
、

特
に
心
学
を
題
材
と
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
注
４
）。

確
か
に
、
教
訓
を
意
識
し
つ
つ
後
期
黄
表
紙
を
概
観
し
た
場
合
、
心
に
関
す
る

言
及
は
自
然
と
目
に
付
く
。
よ
っ
て
本
稿
で
も
、
心
を
手
が
か
り
に
考
察
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
心
に
関
す
る
教
訓
を
抽
出
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
し

か
し
一
概
に
心
に
関
す
る
教
訓
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
を
主
題
と
し
て
扱
う
作
品

か
ら
、一
般
的
な
教
訓
を
並
べ
立
て
る
際
に
心
に
つ
い
て
も
触
れ
る
作
品
ま
で
、

各
自
そ
の
扱
い
方
は
様
々
で
あ
る
。
ゆ
え
に
作
品
ご
と
の
教
訓
の
程
度
は
必
ず

し
も
明
確
に
分
類
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
心
が
趣
向
の
中
心
で
あ
る

こ
と
が
明
白
な
も
の
も
多
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
後
期
黄
表
紙
に
お
け
る
心

稿
で
は
、
筆
禍
以
降
の
黄
表
紙
群
を
「
後
期
黄
表
紙
」
と
称
し
て
、
黄
表
紙
と

教
訓
の
関
係
を
、
作
者
自
身
の
意
図
や
狙
い
に
主
眼
を
置
い
て
再
考
し
た
い
（
注
３
）。

な
お
、本
稿
で
引
用
す
る
京
伝
の
黄
表
紙
・
読
本
を
以
下
年
代
順
に
列
挙
し
、

通
し
番
号
を
付
し
て
お
く
。
引
用
の
際
、作
品
名
に
そ
の
番
号
を
冠
す
る
の
で
、

御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

黄
表
紙

①
「
悪
魂

後
編 

人
間
一
生
胸
算
用
」 

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
刊

②
「
堪
忍
袋
緒
〆
善
玉
」 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
刊

③
「
凡
悩
即
席

菩
提
料
理 

四
人
詰
南
片
傀
儡
」 
同
年
刊

④
「
夫
は
水
虎

是
は
野
狐 

根
無
草
笔
芿
」 
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊

⑤
「
人
心
鏡
写
絵
」 

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊

⑥
「
虚
生
実
草
紙
」 

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

⑦
「
正
月
故
叓
談
」 

同
年
刊

⑧
「
三
歳
図
会
稚
講
釈
」 

同
年
刊

⑨
「
弌
刻
価
万
両
回
春
」 

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
刊

⑩
「
化
物
和
本
草
」 

同
年
刊

⑪
「
東
海
道
五
十
三
駅

人
間
一
生
五
十
年 

凸
凹
話
」 

同
年
刊

⑫
「
京
伝
主
十
六
利
鑑
」 

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
刊

⑬
「
五
体
和
合
談
」 

同
年
刊

⑭
「
両
頭
笔
善
悪
日
記
」 

同
年
刊

⑮
「
仮
名
手
本
胸
之
鏡
」 

同
年
刊
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そ
の
木
を
焼
く
。
ま
づ
そ
の
ご
と
く
、
我
が
心
よ
り
出
て
我
が
身
を
滅

す
な
り
。
よ
く
そ
の
心
を
正
し
く
し
て
動
か
ざ
れ
ば
、
悪
玉
の
気
遣
い

な
し
。（
第
三
巻
、
一
九
一
頁
）【
用
例
２
】

③
「
凡
悩
即
席

菩
提
料
理 

四
人
詰
南
片
傀
儡
」

人
間
を
南
京
操
の
人
形
に
譬
え
、
仏
と
鬼
の
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ

る
か
を
決
定
付
け
る
の
は
個
々
人
の
心
だ
と
説
明
す
る
。
具
体
的
な
行
動
を

取
り
上
げ
て
戒
め
る
と
と
も
に
、
心
の
善
悪
が
禍
福
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
心
も
ま
た
鬼
や
仏
と
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

今
晩
は
因
縁
因
果
の
道
理
を
説
き
ま
せ
う
、
ヱ
ヘ
ン
B
C
。
さ
て
因

縁
と
申
事
は
翻
訳
名
義
集
に
詳
ら
か
に
し
て
、
無
明
よ
り
死
に
至
る
ま

で
十
二
の
因
縁
あ
り
。
過
去
・
未
来
・
現
在
、
三
世
の
間
に
こ
の
因
縁

を
引
く
事
、
近
く
譬
へ
て
申
せ
ば
、
此
南
京
操
の
人
形
に
等
し
く
、
各
々

身
よ
り
出
る
因
縁
の
糸
を
仏
に
引
か
る
ゝ
も
、
鬼
に
引
る
ゝ
も
、
一
切

の
衆
生
、
皆
一
心
よ
り
出
る
所
也
。（
第
三
巻
、
三
三
〇
頁
）【
用
例
３
】

⑤
「
人
心
鏡
写
絵
」

人
心
を
写
し
出
す
鏡
を
用
い
て
、
目
に
見
え
る
行
い
の
陰
に
隠
さ
れ
た
心

の
醜
さ
や
、慎
む
べ
き
行
動
の
数
々
を
、分
か
り
や
す
い
事
象
に
譬
え
て
示
す
。

福
は
内
、
鬼
は
外
と
、
年
越
し
の
晩
に
来
る
鬼
を
恐
れ
て
豆
を
撒
け
ど

も
、
胸
の
鏡
の
内
に
、
我
が
心
の
鬼
が
悠
々
と
寝
転
ん
で
、
上
煙
管
で

の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
群
だ
と
言
え
る
。い
ま
、

そ
の
十
作
品
の
書
名
お
よ
び
概
略
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。ま
た
、

本
稿
に
て
参
照
が
必
要
と
な
る
用
例
も
同
時
に
掲
げ
た
の
で
、
適
宜
立
ち
返
っ

て
確
認
さ
れ
た
い
。

①
「
悪
魂

後
編 

人
間
一
生
胸
算
用
」

善
魂
の
案
内
に
よ
っ
て
隣
人
の
体
内
に
入
っ
た
京
伝
は
、
旦
那
で
あ
る

「
心
」
の
下
知
に
従
っ
て
番
頭
で
あ
る
「
気
」
と
家
来
で
あ
る
「
目
耳
鼻
口
」

が
働
く
様
を
見
、
体
全
体
を
治
め
る
「
心
」
の
役
割
を
知
る
。
擬
人
化
、
つ

ま
り
譬
え
に
よ
っ
て
、
人
間
の
振
る
舞
い
は
、
心
次
第
で
良
く
も
悪
く
も
な

る
と
教
え
て
い
る
。

皆
々
、
心
の
下
知
に
従
つ
て
働
く
事
、
鵜
使
ひ
の
ご
と
く
、
猿
回
し
の

ご
と
し
。
心
の
駒
の
手
綱
許
す
な
と
は
、
こ
ゝ
の
事
也
。（
第
二
巻
、

三
八
九
頁
）【
用
例
１
】

②
「
堪
忍
袋
緒
〆
善
玉
」

前
作
同
様
の
譬
え
に
よ
っ
て
擬
人
化
さ
れ
た
善
魂
悪
魂
の
奮
闘
と
、
悪
魂

に
取
り
付
か
れ
た
人
間
が
引
き
起
こ
す
騒
動
を
描
く
。
心
の
弛
み
が
悪
魂
を

招
き
、
そ
う
し
て
心
に
取
り
付
い
た
魂
が
災
い
を
呼
ぶ
図
式
を
示
す
。

右
に
述
べ
た
る
趣
き
、
近
く
譬
を
と
り
た
る
善
玉
・
悪
玉
は
、
こ
れ
皆
、

外
よ
り
来
り
取
憑
く
に
あ
ら
ず
。
檜
山
の
火
は
、
そ
の
木
よ
り
出
て
、
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此
草
紙
に
、
尊
者
の
文
字
を
書
換
へ
て
損
者
と
す
る
は
、
損
徳
の
損
に

て
、
す
べ
て
人
は
一
心
の
持
ち
や
う
に
て
、
一
生
の
中
に
は
、
大
な
る

損
の
あ
る
こ
と
十
六
を
か
き
集
め
て
、
そ
れ
で
は
損
者
、
こ
れ
で
は
損

者
と
、
耳
近
く
、
子
供
衆
に
も
分
る
や
う
に
譬
を
採
り
て
、
そ
の
理
を

知
ら
し
む
る
な
り
。（
中
略
）
と
に
も
か
く
に
も
、
一
生
此
損
の
な
き

や
う
に
心
を
守
ら
ば
、
大
い
な
る
、
そ
の
身
の
利
勘
な
り
。
こ
れ
此
草

紙
を
十
六
利
鑑
と
名
付
く
る
所
以
な
り
。（
第
四
巻
、
二
五
四
頁
）【
用

例
７
】

十
六
利
鑑
の
巻
軸
を
迷
者
損
者
と
申
奉
る
。
此
十
六
の
損
者
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
は
己
が
一
心
よ
り
出
る
な
り
。
一
心
さ
へ
正
し
け
れ
ば
、
一
生

損
の
あ
る
こ
と
な
し
。
仏
も
鬼
も
皆
、一
心
よ
り
生
れ
出
る
な
り
。（
同
、

二
六
八
〜
二
六
九
頁
）【
用
例
８
】

⑬
「
五
体
和
合
談
」

主
君
で
あ
る
「
心
」
が
正
し
い
下
知
を
行
え
な
く
な
っ
た
結
果
、
妻
で
あ

る
「
気
」
が
好
き
勝
手
に
振
る
舞
い
、
家
来
で
あ
る
「
五
体
」
が
反
乱
を
起

こ
す
と
し
て
、「
悪
魂
後
編 

人
間
一
生
胸
算
用
」
と
同
様
の
譬
え
を
持
つ
。
御
家
騒

動
譚
を
通
じ
、
五
体
を
治
め
る
心
の
役
割
を
強
調
す
る
。

臍
教
訓
に
て
和
睦
し
、
五
体
太
平
に
治
ま
る
は
、
我
が
心
我
が
身
を
省

み
、
聖
賢
の
教
へ
を
聞
き
、
道
を
学
び
て
家
内
よ
く
調
ふ
に
譬
ふ
。（
第

四
巻
、
三
〇
九
頁
）【
用
例
９
】

楽
し
ん
で
い
る
所
に
は
気
が
付
か
ず
、
己
が
心
の
鬼
を
打
払
は
ん
と

思
ふ
心
な
き
は
、
浅
ま
し
き
次
第
な
り
。
慎
み
心
付
べ
し
。（
第
四
巻
、

二
七
頁
）【
用
例
４
】

⑨
「
弌
刻
価
万
両
回
春
」

悪
し
き
振
る
舞
い
を
病
に
譬
え
て
列
挙
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
心
に
起
因

す
る
と
説
く
。

人ジ
ン
セ
イ性

所ト
コ
ロレ

存
ソ
ン
ス
ル。

色シ
キ
ゼ
ウ情

貪ト
ン
ヨ
ク欲

之ノ

類ル
イ

。
比

ヒ
シ
テ

二

諸
コ
レ
ヲ
ビ
ヤ
ウ
ビ
ン
ニ

病
品
一

以
モ
ツ
テ
ジ
ユ
ン準

二

擬ギ
シ

万マ
ン
ビ
ヤ
ウ病

回ク
ワ
イ
シ
ユ
ン春

一
。
載ノ

セ
二
　
許ア

マ
タ
ノ多
種シ

ユ
ル
イ
ヲ類

一
。
委

ヰ
キ
ヨ
ク
ニ曲
説ト

ク
二
其ソ

ノ

病
ビ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
ヲ
症
一
。（
第
四
巻
、

一
九
三
頁
）【
用
例
５
】

人
間
の
病
四
百
四
病
の
ほ
か
に
、
心
よ
り
生
る
難
病
あ
ま
た
あ
つ
て
、

一
生
そ
の
身
を
苦
し
む
る
事
を
嘆
き
、
一
つ
の
療
治
の
仕
方
を
工
夫
し

て
、
人
欲
難
病
療
治
所
と
い
ふ
看
板
を
出
す
と
こ
ろ
に
、
多
き
に
群
衆

し
て
、療
治
を
受
け
に
来
る
者
多
か
り
け
れ
ば
。（
同
、一
九
四
頁
）【
用

例
６
】

⑫
「
京
伝
主
十
六
利
鑑
」

喜
怒
哀
楽
に
変
化
し
て
止
ま
な
い
人
心
を
、
様
々
な
形
容
を
な
す
と
い
う

点
で
阿
羅
漢
と
結
び
付
け
る
。
心
の
有
り
よ
う
に
従
っ
て
生
じ
る
諸
々
の
損

を
阿
羅
漢
に
譬
え
て
列
挙
し
、
心
を
正
し
く
保
て
ば
損
を
生
む
こ
と
は
な
い

と
戒
め
る
。
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た
そ
う
。
ヱ
ヘ
ン
B
C
。（
第
四
巻
、
四
〇
〇
〜
四
〇
一
頁
）【
用
例
11
】

⑲
「
人
間
万
事
吹
矢
的
」

吹
矢
店
を
舞
台
と
し
、
吹
矢
の
道
具
に
よ
る
譬
え
を
交
え
つ
つ
、
心
の
矢

が
当
た
る
的
次
第
で
禍
福
や
善
悪
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
く
。

吹
矢
の
矢
は
人
の
心
に
譬
ふ
。（
第
五
巻
、
十
二
頁
）【
用
例
12
】

以
上
十
作
品
の
場
合
、
心
と
の
関
連
が
逐
一
述
べ
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
教

訓
の
土
台
は
心
に
あ
る
と
認
知
で
き
る
。
例
え
ば
⑨
「
弌
刻
価
万
両
回
春
」は
、

【
用
例
６
】（
傍
線
部
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
心
の
問

題
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
を
紹
介
し
た
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
上
げ
ら

れ
る
病
は
「
貧
の
病
」「
恋
の
煩
」「
銭
積
」「
利
根
病
」
な
ど
十
四
余
り
に
も
上

る
が
、
引
用
箇
所
の
記
述
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
心
に
起
因
す
る
と
解

釈
し
得
る
。
同
様
に
そ
の
他
の
九
作
も
、
金
銭
や
名
利
、
色
欲
と
い
っ
た
諸
々

に
対
す
る
戒
め
を
行
い
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
心
の
欠
陥
を
意
識
さ
せ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
必
ず
し
も
心
が
主
題
を
成
す
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、

雑
多
な
教
訓
を
列
挙
す
る
中
で
心
に
つ
い
て
述
べ
る
作
品
も
多
い
。
む
し
ろ
、

何
ら
か
の
教
訓
を
扱
う
後
期
黄
表
紙
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
心
へ
の
言
及
が

あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
注
５
）。
つ
ま
り
、
教
訓
を
行
う
際
に
は
心
に
つ
い
て
も

言
及
す
る
こ
と
が
、
京
伝
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

⑭
「
両
頭
笔
善
悪
日
記
」

善
悪
邪
正
が
た
や
す
く
入
れ
替
わ
る
と
い
う
心
の
性
質
を
、
善
悪
両
頭
を
持

つ
人
間
に
譬
え
て
説
明
す
る
。
両
頭
が
並
存
す
る
ゆ
え
に
せ
め
ぎ
合
い
が
生
じ

る
の
と
同
様
、
心
に
善
と
悪
が
あ
る
所
為
で
苦
し
み
が
生
じ
る
と
戒
め
る
。

思
ふ
に
、
二
つ
の
頭
を
斯
く
の
如
く
、
善
悪
邪
生
に
分
か
ち
て
産
付
け

給
へ
る
事
、
お
そ
ら
く
は
天
道
、
人
を
戒
め
給
ふ
御
譬
な
ら
ん
。（
第

四
巻
、
三
一
六
頁
）【
用
例
10
】

⑯
「
喩
意
馬

筆
曲
馬 

仮
多
手
綱
忠
臣
鞍
」

忠
臣
蔵
に
お
け
る
登
場
人
物
の
人
と
な
り
や
行
為
を
、
駒
に
関
係
の
あ
る

語
に
譬
え
、
各
場
面
に
ち
な
ん
だ
教
訓
を
付
加
す
る
。
そ
の
際
、
人
間
の
振

る
舞
い
と
心
の
駒
の
状
態
と
を
関
連
さ
せ
る
。

そ
も
B
C
古
人
意
馬
心
猿
と
言
ひ
て
、
人
の
心
を
馬
に
譬
へ
た
る
事

あ
り
。
此
心
の
駒
の
手
綱
を
許
す
時
は
、
た
ち
ま
ち
馬
の
鞍
の
如
く
金

蔵
が
ひ
つ
く
り
返
り
て
、
身
代
を
落
馬
し
、
そ
の
身
の
腰
を
ぶ
ん
抜
く

こ
と
目
前
な
り
。（
中
略
）
さ
る
ほ
ど
に
各
々
の
腰
に
、
心
の
駒
が
括

付
け
て
あ
る
や
う
な
も
の
じ
や
。
と
か
く
こ
の
心
の
駒
の
手
綱
を
締
め

て
、
跳
回
ら
ぬ
や
う
に
す
る
が
肝
要
な
り
。
人
の
心
は
、
あ
の
人
形
の

腰
付
馬
の
や
う
な
も
の
で
、
手
綱
を
許
す
と
跳
出
し
ま
す
。
ま
づ
各
々

の
、
よ
く
知
つ
て
ご
ざ
る
忠
臣
蔵
の
狂
言
に
譬
へ
て
、
心
の
駒
の
善
悪

に
よ
り
て
幸
い
を
得
る
事
も
あ
り
、
災
ひ
に
遇
ふ
事
も
あ
る
お
話
を
い
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⑰
「
賢
愚
湊
銭
湯
新
話
」
一
丁
表
お
よ
び
十
四
丁
裏
〜
十
五
丁
裏

邪
心
悪
念
人
心
の
垢
。
箇
々
十
泉
を
以
て
。
い
か
で
か
濯
お
と
す
べ
き
。

琉
球
の
盪
粉
。
朝
鮮
の
水
花
。
紅
毛
の
天
糸
瓜
皮
は
用
る
に
た
ら
ず
。

唯
神
儒
の
糠
包
。
仏
老
の
垢
帕
。
能
心
裡
の
垢
を
お
と
す
。
沂
に
浴
し

ぶ
う
D
C
を
い
ふ
険
悍
も
。
拗
蠻
の
垢
を
去
り
。
身
に
も
ろ
B
C
の

惰
的
も
。
心
に
頃
日
の
垢
を
た
け
な
。
あ
ら
ひ
玉
へ
き
よ
め
玉
へ
と
ま

う
す
。（
第
四
巻
、
五
一
三
頁
）

垢
の
亡
魂
が
言
ふ
、（
中
略
）「
こ
れ
申
し
番
頭
殿
、
我
が
身
欲
垢
の
鬼

と
な
り
、
焦
熱
地
獄
の
釜
風
呂
の
底
に
沈
み
て
苦
し
む
こ
と
を
世
の
人

に
告
げ
て
、
心
の
う
ち
の
欲
垢
を
溜
め
ぬ
や
う
に
、
よ
く
B
C
伝
へ

て
下
さ
れ
」（
中
略
）
世
の
人
、毎
日
、湯
へ
入
り
て
体
を
洗
ふ
が
如
く
、

心
の
う
ち
を
洗
ふ
時
は
、
す
べ
て
欲
垢
煩
悩
を
洗
い
流
し
て
、
心
の
う

ち
光
り
明
ら
か
な
り
。
合
点
か
B
C
。（
同
、五
三
二
〜
五
三
四
頁
）【
用

例
14
】

例
え
ば
⑩
「
化
物
和
本
草
」
の
場
合
、
道
具
類
や
人
間
の
性
質
を
化
物
に
見

立
て
、
こ
じ
つ
け
や
言
葉
遊
び
の
要
素
も
多
分
に
取
り
込
み
つ
つ
、
読
者
へ
の

戒
め
と
な
る
表
現
を
こ
こ
か
し
こ
に
散
り
ば
め
る
と
い
う
作
で
あ
り
、
心
が
主

題
で
あ
る
と
は
認
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
様
々
な
化
物
を
並
べ
立
て
た
挙
句

【
用
例
13
】「
た
ゞ
人
の
心
の
妖
怪
ほ
ど
恐
ろ
し
き
は
な
し
」
と
ま
と
め
る
と
こ

ろ
に
、
教
訓
の
際
に
心
を
重
視
す
る
京
伝
の
姿
勢
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
り
わ
け
、
以
下
に
引
用
す
る
三
作
で
は
、
諸
事
一
般
に
関
す
る
教
訓
を
論
じ

て
お
き
な
が
ら
、
作
品
全
体
を
総
括
す
る
冒
頭
も
し
く
は
結
末
部
で
心
を
格
別

に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

⑥
「
虚
生
実
草
紙
」
十
五
丁
裏

赤
本
先
生
曰
、「
雀
も
糊
を
舐
め
ず
は
、
舌
を
も
切
ら
れ
ま
じ
く
、
狸

も
婆
を
食
わ
ず
は
、
土
舟
に
身
を
滅
す
ま
じ
。
見
越
入
道
の
人
を
見

下
し
て
金
時
に
し
め
ら
れ
、
慳
貪
婆
は
重
き
葛
籠
に
貪
欲
を
現
は
す
。

善
悪
邪
正
、
皆
、
お
の
れ
B
C
が
身
の
行
ひ
、
一
心
に
よ
る
ぞ
か
し
。

ま
づ
今
晩
の
講
釈
は
、
こ
れ
で
め
で
た
く
打
止
め
ま
せ
う
」（
第
四
巻
、

一
六
五
頁
）

⑩
「
化
物
和
本
草
」
十
五
丁
裏

徒
然
な
る
ま
ゝ
に
日
暮
し
文
机
に
向
か
ひ
、
擂
子
木
に
羽
の
生
へ
た
る
、

鳥
羽
僧
正
の
絵
巻
物
、
見
越
入
道
の
縞
の
布
子
着
た
る
赤
本
の
戯
絵
な

ど
、
そ
こ
は
か
と
な
く
繰
広
げ
み
れ
ば
、
心
に
移
り
行
く
も
の
皆
、
化
物

に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
薬
罐
は
天
狗
に
似
て
、
壁
の
し
ぶ
き
は
幽
霊

と
疑
ふ
。
然
は
あ
れ
ど
、
怪
し
き
を
見
て
怪
し
ま
ざ
れ
ば
、
怪
し
き
事

な
し
と
い
へ
る
古
語
を
思
へ
ば
、
み
な
我
が
心
の
迷
ひ
な
り
。
た
ゞ
人

の
心
の
妖
怪
ほ
ど
恐
ろ
し
き
は
な
し
。
皆
の
子
供
衆
、
と
か
く
心
の
化

物
を
退
治
す
べ
し
。
合
点
か
B
C
。（
第
四
巻
、
二
四
九
頁
）【
用
例
13
】
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畏
る
べ
し
慎
む
べ
し
。（
第
三
巻
、
五
〇
九
頁
）

⑥
「
虚
生
実
草
紙
」

一
百
三
十
六
地
獄
、
と
も
に
皆
、
我
が
心
よ
り
生
じ
て
、
我
と
我
が
心

に
、
閻
魔
王
・
倶
生
神
・
牛
頭
・
馬
頭
・
阿
防
羅
刹
・
剣
の
山
・
三
途

の
川
・
火
の
車
ま
で
を
作
り
な
し
て
、
我
と
我
が
心
の
地
獄
へ
落
つ
る

事
、
あ
さ
ま
し
き
事
な
ら
ず
や
。
さ
れ
ば
大
切
な
る
は
心
な
り
。（
第

四
巻
、
一
六
三
頁
）【
用
例
15
】

⑮
「
仮
名
手
本
胸
之
鏡
」

腹
の
立
つ
ま
ゝ
に
分
別
も
な
く
事
を
計
へ
ば
、
後
に
必
ず
悔
む
こ
と
あ

り
。
例
へ
ば
腹
の
立
つ
時
は
、
我
が
胸
の
中
よ
り
、
短
鬼
と
い
ふ
鬼
現

れ
出
て
、
我
が
身
を
害
せ
ん
と
す
。（
第
四
巻
、
二
七
五
頁
）

も
の
に
堪
忍
を
せ
ざ
れ
ば
、
万
事
に
つ
け
て
、
そ
の
身
に
災
ひ
多
し
。

例
へ
ば
我
が
身
一
朝
の
怒
り
に
の
り
て
、
堪
忍
袋
を
切
り
、
人
を
危
め

る
は
、我
が
心
に
邪
念
の
手
が
生
へ
て
、我
が
身
を
害
す
が
如
し
。（
同
、

二
七
七
頁
）

後
先
の
勘
弁
な
く
、
腹
の
立
つ
ま
ゝ
に
事
を
破
る
人
は
、
我
が
心
の
剣

を
も
つ
て
、
我
が
身
を
失
ひ
、
我
が
足
に
て
家
を
踏
潰
し
、
妻
や
子
に

嘆
き
を
か
け
、
家
来
・
召
使
に
は
衣
食
に
離
れ
し
め
、
難
儀
を
さ
す
る

こ
と
、
皆
こ
れ
一
人
の
短
慮
よ
り
起
こ
る
な
り
。（
同
、
二
七
九
頁
）

三
　
教
訓
の
内
実

そ
れ
な
ら
ば
、
心
に
関
し
て
京
伝
が
読
者
に
最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
、
そ

の
内
実
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
心
に
関
連
す
る
記
述
に
注
意
し
て
京
伝

の
黄
表
紙
を
眺
め
て
ゆ
く
と
、
寛
政
初
期
か
ら
享
和
末
年
に
至
る
ま
で
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
、
あ
る
言
い
回
し
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
初
め
②
「
堪
忍
袋
緒
〆
善
玉
」
十
五
丁
裏
で
【
用
例
２
】（
波
線
部
）

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
作
で
は
、い
っ
た
ん
悪
魂
に
取
り
付
か
れ
る
と
、

子
供
た
ち
は
我
儘
が
過
ぎ
て
食
傷
を
起
こ
し
、
男
女
は
心
中
騒
ぎ
で
命
を
失
い

か
け
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
身
に
災
い
が
降
り
か
か
っ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
元
を
辿
れ
ば
、
当
人
ら
の
心
の
弛
み
の
所
為
で
悪
魂
が
付
け
入

る
隙
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
悪
を
行
っ
た
た
め
に
生
じ
る
災
い
の

原
因
を
当
人
の
心
に
求
め
る
、
と
い
う
考
え
方
を
端
的
に
示
し
た
の
が
こ
の
表

現
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
様
の
戒
め
を
込
め
た
類
似
表

現
は
、
以
降
の
作
品
で
も
繰
り
返
し
示
さ
れ
て
お
り
、
己
の
悪
し
き
心
が
苦
悩

や
災
い
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
以
下
、
京
伝
の
後
期
黄
表
紙
全

般
の
中
か
ら
い
く
つ
か
例
を
掲
げ
る
（
い
ず
れ
も
波
線
部
）。

④
「
夫
は
水
虎

是
は
野
狐 

根
無
草
笔
芿
」

こ
れ
ら
も
皆
、
狐
の
仕
業
な
り
。
扨
、
そ
の
煩
悩
の
狐
は
、
他
よ
り
来

り
取
憑
く
に
あ
ら
ず
。
皆
人
そ
の
心
よ
り
出
て
、
そ
の
身
を
化
か
す
。
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的
を
外
さ
ず
よ
く
当
た
る
時
は
、利
生
も
利
益
も
あ
る
な
り
。（
第
四
巻
、

九
四
頁
）

⑧
「
三
歳
図
会
稚
講
釈
」

心
の
大
将
油
断
せ
ず
、
頭
に
正
直
の
兜
を
戴
き
、
身
に
明
徳
の
鎧
を
固

め
、
腰
に
陰
徳
の
太
刀
を
佩
き
、
心
の
駒
に
打
乗
り
て
、
慈
悲
の
采
を

打
振
り
、
足
を
知
る
の
下
知
を
な
し
、
倹
約
利
勘
の
盾
を
衝
き
、
防
ぎ

闘
ふ
時
は
、
手
足
の
士
卒
に
過
ち
な
く
、
五
体
和
合
し
て
一
生
身
に
楽

み
あ
る
事
、
皆
一
心
に
よ
る
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
大
切
な
る
は
心
の
修
め

也
。（
第
四
巻
、
一
三
五
頁
）

⑪
「
東
海
道
五
十
三
駅

人
間
一
生
五
十
年 

凸
凹
話
」

悪
を
な
す
者
は
天
よ
り
災
ひ
を
下
し
、
善
を
好
む
人
に
は
天
よ
り
喜
び

を
下
し
給
ふ
。
人
間
一
生
の
道
中
、
悪
し
き
心
を
持
つ
時
は
、
常
に
悲

し
み
絶
へ
ず
、
善
き
心
を
持
つ
時
は
、
笑
い
喜
ぶ
事
が
降
来
る
。
泣
く

も
笑
ふ
も
皆
、我
が
心
の
持
ち
様
に
よ
る
な
り
。（
第
四
巻
、一
八
一
頁
）

⑱
「
延
命
長
尺 

御
誂
染
長
寿
小
紋
」

東
方
朔
が
命
は
九
千
丈
、
浦
島
太
郎
は
八
千
丈
、
三
浦
大
介
百
六
丈
、

皆
こ
れ
天
よ
り
定
め
玉
へ
る
命
に
て
、
神
仏
の
お
細
工
に
も
、
伸
縮
み

の
出
来
に
く
き
も
の
は
命
な
り
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
を
な
せ
ば
短
き

⑳
「
人
相

手
紋 

裡
家
筭
見
通
坐
敷
」

背
筋
　
虱
は
我
が
身
の
垢
よ
り
生
じ
て
、
我
が
身
の
血
を
吸
ふ
。
こ
れ

を
人
の
心
の
鬼
に
譬
ふ
べ
し
。
心
の
鬼
も
、
そ
の
身
よ
り
生
じ
て
、
そ

の
身
を
責
む
る
。（
第
五
巻
、
一
四
五
頁
）

「（
我
が
）
心
」
が
「
我
（
が
身
）」「
そ
の
身
」
を
害
す
る
と
い
う
こ
れ
ら
の
表

現
は
、
苦
悩
や
災
い
の
基
に
あ
る
心
の
弛
み
や
煩
悩
を
指
摘
し
、
心
を
省
み
る

よ
う
注
意
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

諸
問
題
の
根
源
に
心
を
見
る
こ
の
道
理
は
、
反
対
に
心
が
正
し
け
れ
ば
幸
い

を
得
る
と
い
う
教
え
に
も
繋
が
り
つ
つ
、
多
様
な
言
い
回
し
に
変
形
し
な
が
ら

反
復
さ
れ
て
い
る
。
心
を
主
題
と
す
る
黄
表
紙
で
は
、例
え
ば
【
用
例
３
】【
用

例
７
】【
用
例
８
】【
用
例
11
】（
い
ず
れ
も
波
線
部
）
に
そ
の
発
想
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
方
、
一
般
的
な
教
訓
を
行
う
黄
表
紙
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
に
お
い
て
禍
福
と
心
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
た
い
。

⑦
「
正
月
故
叓
談
」

神
仏
は
人
の
心
の
的
也
。
神
仏
に
向
か
ひ
奉
り
て
、
一
心
を
凝
ら
し
、

我
が
心
の
歪
み
を
直
す
也
。
さ
な
け
れ
ば
、
我
が
心
曲
が
り
て
も
、
そ

の
歪
め
る
と
こ
ろ
知
れ
難
し
。
一
心
に
よ
つ
て
我
が
心
の
矢
、
神
仏
の
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心
の
浄
化
や
矯
正
を
切
実
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
注

意
喚
起
の
装
置
と
し
て
、
心
の
善
悪
と
禍
福
の
関
係
性
を
説
く
こ
と
は
、
万
人

に
分
か
り
易
く
か
つ
効
果
的
な
方
策
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
後
期
黄
表
紙
に
お
け
る
心
を
中
心
と
し
た
教
訓

は
、
む
し
ろ
京
伝
自
身
の
志
向
に
よ
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

四
　
譬
え
の
利
用

心
の
持
ち
よ
う
を
読
者
へ
教
訓
と
し
て
与
え
る
積
極
的
な
意
図
を
京
伝
が
有

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、何
か
具
体
的
な
方
法
が
取
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

京
伝
が
教
訓
を
行
う
際
に
頻
用
し
た
譬
え
は
明
ら
か
に
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
特

に
心
の
醜
さ
を
あ
げ
つ
ら
う
た
め
、
京
伝
は
多
彩
な
譬
え
を
考
案
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
も
多
用
さ
れ
て
い
る
「
心
の
鬼
」
と
い
う
譬
え
は
、
心
の
醜
さ
へ

の
無
自
覚
を
戒
め
る
際
や
、
悪
し
き
心
が
そ
の
身
に
災
い
を
も
た
ら
す
と
忠
告

す
る
際
に
登
場
す
る
。
例
え
ば
【
用
例
４
】（
破
線
部
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
京

伝
の
後
期
黄
表
紙
で
は
こ
の
譬
え
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、「
心

の
鬼
」
と
同
様
に
隠
れ
た
心
の
悪
を
指
摘
す
る
表
現
と
し
て
、【
用
例
13
】「
人

の
心
の
妖
怪
」「
心
の
化
物
」、【
用
例
14
】「
人
心
の
垢
」、【
用
例
15
】「
我
が

心
の
地
獄
」（
以
上
い
ず
れ
も
破
線
部
）
と
い
っ
た
譬
え
も
編
み
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
右
の
よ
う
な
単
語
に
よ
る
比
喩
表
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
発
展
し
た
譬
え
も
あ
る
。
例
え
ば
、
心
を
主
題
と
し
た
後
期
黄
表
紙
の
第

一
作
目
と
し
て
紹
介
し
た
①「
悪
魂
後
編 

人
間
一
生
胸
算
用
」の【
用
例
１
】「
心
の
駒
」

も
長
く
な
り
、
悪
を
な
せ
ば
長
き
も
短
く
な
る
。
と
か
く
一
心
の
持
ち

や
う
に
て
、
伸
縮
み
も
又
な
き
に
あ
ら
ず
。（
第
四
巻
、
五
六
九
頁
）

○21
「
人
間

一
代 

悟
衟
迷
所
独
案
内
」

渡
世
の
苦
し
き
を
知
ら
ぬ
幼
子
も
、
光
陰
の
飛
脚
い
ち
早
く
一
里
々
々

と
行
く
ほ
ど
に
、
と
か
く
真
直
ぐ
の
道
を
嫌
ひ
て
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
曲

が
り
く
ね
り
し
横
丁
に
迷
ひ
入
、
一
代
の
旅
に
苦
し
む
事
、
皆
こ
れ
一

心
の
悪
し
き
故
な
り
。（
第
五
巻
、
四
二
頁
）

こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
示
し
た
が
、
心
の
善
悪
と
禍
福
の
関
連
に
言
及
す
る

頻
度
や
、
各
作
品
間
に
お
け
る
一
貫
性
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
両
者
を
結
び
付

け
る
思
想
こ
そ
、
後
期
黄
表
紙
に
お
け
る
、
心
に
関
す
る
教
訓
の
中
核
を
成
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

心
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
京
伝
は
「
大
切
な
る
は
一
心
な
り
」「
と
か
く
大

事
な
る
も
の
は
、
人
の
心
な
り
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て
は
心
の
重
要
性
を
指
摘

し
、「
心
の
手
綱
を
許
す
な
」「
心
を
正
し
く
し
て
」「
我
が
心
の
歪
み
を
直
」「
大

切
な
る
は
心
の
修
め
也
」「
心
を
清
く
持
て
」「
心
の
う
ち
の
欲
垢
を
溜
め
ぬ
や

う
に
」「
心
の
矢
の
根
を
磨
く
」
等
の
実
に
様
々
な
表
現
に
よ
っ
て
、
心
を
善

な
る
状
態
に
保
つ
よ
う
勧
め
て
い
る
。
こ
の
実
践
こ
そ
が
、
心
に
関
す
る
教
訓

が
行
わ
れ
る
こ
と
の
最
終
的
な
目
標
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し

て
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
読
者
の
注
意
を
お
の
が
心
に
向
け
さ
せ
、
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分
か
ち
、
邪
正
を
爺
と
婆
に
比
べ
、
猿
の
生
肝
に
仏
説
を
ま
う
け
、
舌

切
雀
に
物
語
を
引
、
聴
く
に
倦
ま
ず
、
説
く
に
怠
ら
ず
、
も
つ
ぱ
ら
諭

た
と
へ

事
を
も
つ
て
ぞ
講
じ
け
る
。（
第
四
巻
、
一
四
八
頁
）

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
読
者
の
興
味
を
引
き
、
教
え
や
戒
め
を
平

易
に
伝
え
る
効
果
が
譬
え
に
は
あ
る
と
京
伝
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、【
用
例

２
】【
用
例
３
】【
用
例
７
】（
以
上
い
ず
れ
も
破
線
部
）
の
表
現
か
ら
も
読
み

取
れ
る
。
譬
え
は
、
世
間
一
般
に
適
し
た
教
訓
を
行
う
た
め
に
、
京
伝
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
一
種
の
仕
掛
け
だ
と
言
え
よ
う
。

五
　
教
訓
と
戯
作
者

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
筆
禍
以
後
の
黄
表
紙
で
は
、
作
者
の
明

確
な
意
図
の
も
と
で
心
を
要
と
す
る
教
訓
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。で
は
な
ぜ
、

こ
の
時
期
の
京
伝
は
教
訓
に
力
を
注
い
だ
の
だ
ろ
う
か
。

京
伝
の
著
述
を
辿
っ
て
行
く
と
、
享
和
期
に
至
っ
て
、
戯
作
の
創
作
に
混
じ

り
、
随
筆
の
執
筆
が
顕
著
に
な
る
の
に
気
付
く
。
中
で
も
享
和
三
年
の
「
捜
奇

録（
注
６
）」
は
、
事
実
や
実
録
に
対
す
る
京
伝
の
強
い
関
心
が
生
じ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
資
料
と
し
て
興
味
深
い

（
注
７
）。

ま
た
、
翌
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
行
の

「
近
世
奇
跡
考
」
は
、
根
拠
や
史
実
を
重
要
視
し
、
詳
細
な
調
査
と
深
い
考
察

を
行
う
と
い
っ
た
京
伝
の
考
証
成
果
が
初
め
て
大
々
的
に
公
と
な
っ
た
随
筆
で

あ
る
（
注
８
）。
京
伝
が
い
か
に
実
証
を
重
ん
じ
た
か
は
、
執
筆
動
機
や
調
査
方
法
に
触

れ
た
本
作
の
「
凡
例
」
に
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
破
線
部
）
と
い
う
表
現
は
以
後
も
何
度
か
用
い
ら
れ
、
⑯
「
喩
意
馬

筆
曲
馬 

仮
多
手
綱
忠

臣
鞍
」
に
至
っ
て
、
作
品
全
体
を
貫
く
譬
え
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
【
用
例

11
】（
破
線
部
）
に
あ
る
よ
う
に
、
目
に
は
見
え
な
い
「
心
の
駒
」
を
「
腰
付

馬
」
と
し
て
画
に
顕
示
し
、
そ
の
善
悪
を
示
す
と
い
う
当
該
作
品
の
趣
向
を
生

み
出
し
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
語
彙
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
譬
え
そ
の
も
の
を
作

品
の
趣
向
と
し
た
作
は
数
多
あ
り
、
⑯
「
喩
意
馬

筆
曲
馬 

仮
多
手
綱
忠
臣
鞍
」
は
も
ち
ろ

ん
、
心
を
主
題
と
す
る
先
の
十
作
品
す
べ
て
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち

①
「
悪
魂

後
編 

人
間
一
生
胸
算
用
」と
⑬
「
五
体
和
合
談
」は
、後
者
の
【
用
例
９
】（
破

線
部
）
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
心
と
五
体
の
関
係
を
人
間
世
界
の
主

従
関
係
に
譬
え
た
作
で
あ
る
し
、
⑤
「
人
心
鏡
写
絵
」
は
「
胸
の
鏡
」
に
よ
っ

て
人
心
を
写
し
だ
す
と
共
に
、
人
間
の
浅
ま
し
い
行
動
を
別
の
事
象
に
譬
え
る

作
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
六
作
品
に
つ
い
て
も
、
譬
え
が
そ
の
土
台
で
あ

る
こ
と
は
【
用
例
２
】【
用
例
３
】【
用
例
５
】【
用
例
７
】【
用
例
10
】【
用
例

12
】
の
破
線
部
に
作
者
自
身
に
よ
る
説
明
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
後
期
黄
表
紙
の
特
徴
と
も
言
え
る
譬
え
の
利
用
に
関
し
、
自
身

扮
す
る
赤
本
先
生
が
諺
の
意
味
や
処
世
訓
等
を
説
く
⑥
「
虚
生
実
草
紙
」
に
お

い
て
、
京
伝
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

昔
々
あ
つ
た
土
佐
の
国
、
か
ち
B
C
山
の
麓
、
洗
濯
川
の
ほ
と
り
に

赤
本
先
生
と
い
ふ
人
あ
り
。
常
に
あ
た
り
近
き
子
供
を
集
め
て
、
俗
の

耳
近
き
譬
を
も
ふ
け
、
枯
木
に
花
の
灰
を
も
つ
て
天
地
造
化
の
理
を
示

し
、
桃
太
郎
が
嶋
渡
り
に
君
臣
父
子
の
礼
を
正
し
、
善
悪
を
狸
・
兎
に
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用
い
て
は
、
事
「
実
」
や
「
実
」
用
を
気
に
掛
け
る
様
子
を
う
か
が
わ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
例
を
掲
げ
る
。

○22
「
桜
姫

全
伝 

曙
草
紙
」「
例
言
」

狂
簡
と
い
へ
ど
も
往
々
実じ

つ

を
兼
、
因
果
輪
廻
、
無
常
転
変
の
理
を
示
し
、

遅
速
は
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
善
悪
到
頭
つ
ひ
に
報
あ
る
事
を
録
せ
り
。

よ
し
虚
談
に
も
あ
れ
、
児
女
勧
懲
の
一
端
と
も
な
る
べ
き
所
聊
見
ゆ
れ

ば
、
書
肆
の
需
に
応
じ
、
補
綴
し
て
与
へ
ぬ
。（
十
二
頁（

注
10
））

○23
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
前
編
「
附
言
」

良
門
の
事
跡
は
前
太
平
記
に
す
こ
し
く
録
せ
り
。
か
の
書
は
近
世
の
書

な
れ
ば
、
た
し
か
に
実

ま
こ
と

と
も
お
ぼ
え
が
た
し
。
扨
此
草
紙
は
良
門
の
ゆ

ゑ
よ
し
を
大
路
と
し
、
善
知
と
云
謡
曲
の
趣
を
径
と
し
、
事
を
狂
言
綺

語
に
ま
う
け
つ
く
り
た
る
物
語
な
れ
ば
、
尽
く
そ
ら
言
に
て
、
歌
舞
妓

の
狂
言
に
ひ
と
し
く
、
児
女
の
徒
然
を
慰
る
の
み
な
り
。
唯
善
人
一
旦

衰
る
と
い
へ
ど
も
再
時
運
の
ひ
ら
く
に
あ
ひ
、
悪
漢
一
旦
盛
な
る
も
、

つ
ひ
に
は
天
刑
を
か
う
ぶ
り
、
善
悪
到
頭
か
な
ら
ず
報
あ
る
道
理
を
示

し
、
露
ば
か
り
諸
悪
莫
作
の
便
と
も
成
ね
か
し
と
お
も
ふ
の
み
、
せ
め

て
よ
し
あ
る
べ
か
め
り
。（
三
七
六
頁
）

京
伝
は
、
あ
く
ま
で
作
り
話
で
あ
る
読
本
も
、
益
と
な
る
教
え
を
内
在
さ
せ

○
古
を
好
る
人
、
そ
の
代
を
考
て
、
ふ
る
き
こ
と
や
ゝ
あ
き
ら
か
に
な

り
、
千
歳
の
物
す
ら
、
時
あ
り
て
今
あ
ら
は
る
ゝ
も
あ
れ
ど
、
近
き
世

の
考
は
、
か
へ
り
て
疎
に
し
て
実
を
失
ふ
事
す
く
な
か
ら
ず
。
偶
口
碑

に
伝
ふ
る
も
、
虚
妄
の
み
ぞ
お
ほ
か
る
。
後
の
世
に
は
又
、
今
を
い
に

し
へ
と
し
て
し
た
は
む
人
も
あ
る
べ
き
も
の
を
と
、
ふ
と
お
も
ひ
よ
り

し
よ
り
、
物
を
秘
篋
に
索
、
事
を
珍
書
に
探
、
旧
蹟
に
い
た
り
、
古
墳

を
た
づ
ね
、
ふ
か
く
思
を
致
し
て
、
其
実
を
得
る
こ
と
あ
れ
ば
、
や
が

て
か
き
つ
け
た
る
反
故
、
古
革
籠
に
み
ち
ぬ
。
そ
の
う
ち
俗
耳
に
ち
か

き
事
、
い
く
ば
く
を
撰
出
し
て
、
遂
に
劂
人
を
わ
づ
ら
は
し
む
。

○
た
と
ひ
片
言
隻
辞
と
い
へ
ど
も
、た
ゞ
し
き
拠
を
得
ざ
れ
ば
い
は
ず
。

奇
を
好
に
す
ぎ
て
、
あ
ら
ぬ
虚
譚
を
述
、
考
へ
疎
に
し
て
口
碑
の
誤
を

伝
ふ
る
説
と
お
な
じ
く
見
る
こ
と
な
か
れ
。
し
か
に
は
あ
れ
ど
、
予
が

考
の
あ
た
ら
ざ
る
も
お
ほ
か
ら
め
。
そ
は
後
鑑
を
俟
て
あ
き
ら
か
に
せ

む
の
み
。（
二
五
六
頁
（
注
９
））

と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、二
重
傍
線
を
引
い
た
箇
所
で
あ
る
。「
実
」「
た
ゞ

し
き
拠
」
と
「
虚
妄
」「
あ
ら
ぬ
虚
譚
」「
誤
」
と
い
う
言
葉
が
対
比
的
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、「
実
」
か
「
虚
」
か
の
峻
別
に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
寛
政
末
年
か
ら
本
格
的
に
執
筆
し
始
め
た
読
本
で
は
、
作
品
が
「
虚
」

つ
ま
り
作
り
話
で
あ
る
こ
と
を
断
る
と
同
時
に
、
何
ら
か
の
戒
め
を
込
め
た
と

の
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
ち
ら
で
も
「
実
」
と
い
う
語
を
度
々
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て
い
た
。
こ
の
場
合
、黄
表
紙
は
読
本
よ
り
も
万
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、

か
つ
勧
懲
に
限
ら
ず
幅
広
い
内
容
の
教
訓
を
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
優
れ
た

媒
体
と
な
る
の
で
あ
る
。

黄
表
紙
は
事
実
を
標
榜
す
る
書
に
は
な
り
得
な
い
し
、
読
本
の
よ
う
に
考
証

の
成
果
を
生
か
せ
る
場
で
も
な
い
。
し
か
し
、
教
訓
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
実

用
の
書
と
な
り
、
読
者
の
役
に
立
つ
。
戯
作
者
で
あ
る
自
分
に
で
き
る
の
は
戯

作
に
よ
っ
て
世
の
益
と
な
る
こ
と
だ
と
考
え
た
京
伝
は
、
黄
表
紙
に
教
訓
を
持

ち
込
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
執
筆
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
後
期
黄
表
紙
に
お
け
る
教
訓
と
は
、
作
者
京
伝
に
よ
っ
て
意
図

的
か
つ
積
極
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
素
で
あ
り
、
執
筆
に
お
け
る
大
き
な
動
機

付
け
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
然
れ
ば
、
教
訓
を
旨
と
す
る
後
期
黄
表

紙
は
、
京
伝
の
執
筆
意
図
に
即
し
て
読
み
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、作
品
の
価
値
判
断
の
基
準
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、

教
訓
性
を
京
伝
ら
し
く
な
い
と
し
て
一
方
的
に
斥
け
る
の
で
は
な
い
態
度
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注１
　『
山
東
京
伝
全
集
』
第
一
〜
五
巻
「
黄
表
紙
１
〜
５
」（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
四
〜

二
十
一
年
）。
以
下
、
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
り
、
引
用
の

末
尾
に
巻
数
と
頁
数
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
一
部
の

例
外
を
除
い
て
振
り
仮
名
お
よ
び
合
符
を
省
き
、
傍
線
を
私
に
施
す
な
ど
の
処
置
を

と
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
京
伝
の
全
執
筆
活
動
を
辿
る
た
め
に
水
野
稔
氏
『
山
東

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
実
」
用
の
書
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
考

証
随
筆
は
「
実
」と
「
虚
」
の
峻
別
、
執
筆
に
お
け
る
事
「
実
」や
「
実
」
用
の

必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
著
述
で
も
あ
っ
た
が
、
読
本
の
場
合
に
は
、
考
証
で
得

た
知
識
や
成
果
を
生
か
し
、
勧
懲
や
忠
孝
の
戒
め
を
込
め
る
こ
と
で
、
執
筆
に

意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
同
じ
戯
作
で
あ
る
黄
表
紙
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
年
代

を
追
っ
て
著
作
に
目
を
通
す
と
、
特
に
寛
政
末
年
か
ら
享
和
期
に
か
け
て
、
教

訓
の
勢
い
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
た
と

え
ば
数
の
面
で
、
寛
政
八
年
か
ら
享
和
末
年
ま
で
に
上
梓
さ
れ
た
三
〇
作
の
う

ち
、
寛
政
八
年
刊
「
諺
下
司
説
話
」、
享
和
二
年
刊
「
諸
色

買
帳 

呑
込
霊
宝
縁
起
」
を

除
く
全
て
の
作
品
に
、
な
ん
ら
か
の
教
訓
が
織
り
込
ま
れ
、
滑
稽
一
辺
倒
の
黄

表
紙
が
ほ
ぼ
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
そ
し
て
黄
表
紙
に
お
け

る
こ
の
変
化
は
、
考
証
随
筆
に
傾
倒
し
て
行
く
中
で
「
実
」
へ
の
執
着
が
生
じ

た
時
期
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
生
じ
て
い
る
の
だ
。

さ
て
、
心
を
主
題
と
し
た
黄
表
紙
の
一
と
し
て
本
稿
の
起
点
で
紹
介
し
た
⑤

「
人
心
鏡
写
絵
」
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

譬
喩
方
便
の
霊
液
よ
り
。
思
ひ
つ
い
た
る
の
べ
鏡
。
出
し
て
写
し
て

読
本
よ
り
。
手
が
る
く
わ
か
る
稗
史
と
な
し
。
人
心
鏡
写
絵
と
標
題

す
る
こ
と
し
か
り
。（
第
四
巻
、
一
一
頁
）

後
期
黄
表
紙
に
教
訓
を
取
り
入
れ
る
に
臨
ん
で
京
伝
は
、
譬
え
を
使
い
、
平

易
な
言
葉
を
用
い
、
読
者
に
身
近
な
事
柄
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
語
り
か
け
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表
紙
ヒ
ッ
ト
作
『
心
学
早
染
艸
』
―
言
葉
の
誕
生
、
善
玉
・
悪
玉
―
」
で
は
、
本
作

品
の
意
義
や
後
続
作
品
の
特
徴
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

５
　
も
っ
と
も
、
渡
世
に
励
む
よ
う
教
え
た
寛
政
六
年
刊
「
栄
花
夢

後
日
譚

金
々
先
生
造
化
夢
」
や
、

名
聞
と
利
欲
を
戒
め
る
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
刊
「
口
乃
中

不
曇
鏡

甘
哉
名
利
研
」
な
ど
の

黄
表
紙
は
、
多
分
に
教
訓
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
に
関
す
る
教
え
を
示
さ

な
い
。
そ
の
他
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
刊
「
唯
心
鬼
打
豆
」、
寛
政
五
年
刊
「
福

徳
果
報
兵
衛
伝
」、
寛
政
九
年
刊
「
和
荘
兵
衛
後
日
話
」、
寛
政
十
二
年
刊
「
平
仮
名

銭
神
問
答
」、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
「
栄
花
男

二
代
目

七
色
合
点
豆
」
も
こ
の
類
で
あ
り
、

例
外
と
見
な
さ
れ
る
。

６
　『
四
大
奇
書 

集
古
随
筆
』（
井
口
松
之
助
編
輯
兼
発
行
、
魁
眞
樓
、
明
治
三
十
二
年
）
に
収
録
。

刊
本
で
は
な
い
が
、
京
伝
が
著
述
お
よ
び
編
集
を
担
当
し
た
二
巻
か
ら
成
る
随
筆
で

あ
る
。
と
き
に
他
者
の
協
力
も
仰
ぎ
つ
つ
、
人
物
や
事
件
の
事
跡
を
調
査
、
記
録
し

て
い
る
。

７
　
水
野
稔
氏
は『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』第
四
巻（
岩
波
書
店
、昭
和
五
十
九
年
）の「
捜

奇
録
」
の
項
に
「
著
者
が
晩
年
に
精
力
を
集
中
し
た
、
近
世
前
期
の
人
物
・
事
跡
等

の
考
証
随
筆
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
、
と
く
に
そ
の
土
地
の
人
に
尋
ね
問
う
て
、
資

料
と
な
る
べ
き
正
確
な
記
録
を
求
め
た
書
簡
で
の
報
告
な
ど
が
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ

れ
て
い
る
」
と
の
解
説
を
充
て
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
報
告
す
る
よ
う
努
め
た
京

伝
の
姿
勢
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、当
随
筆
に
言
及
し
た
研
究
が
少
な
い
中
で
も
、村
田
裕
司
氏
は
「
京
伝
と
累
」

（
掘
切
実
氏
編
『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
―
俳
諧
と
小
説
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成

十
六
年
二
月
）
の
中
で
、「（
引
用
者
注
・
京
伝
は
）
実
説
の
記
述
の
信
憑
性
を
現
地

の
人
の
証
言
で
確
か
め
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
中
略
）
つ
ま
り
、
文
献
を
踏
ま

え
た
上
で
の
聞
き
取
り
調
査
と
い
う
こ
と
が
、
京
伝
の
考
証
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

る
」
と
、
そ
の
考
証
態
度
の
正
当
性
を
論
じ
た
。

８
　
水
野
稔
氏
は
、「
近
世
奇
跡
考
」
に
つ
い
て
も
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻
（
岩

京
伝
年
譜
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
三
年
）
を
併
せ
て
参
照
し
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

２
　『
江
戸
文
芸
新
考
１
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
』（
有
光
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
）
四
六
頁
。

３
　
本
論
で
は
、
最
初
の
筆
禍
で
あ
る
過
料
以
後
に
成
立
し
た
作
品
、
つ
ま
り
寛
政
二
年

よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
を
「
後
期
黄
表
紙
」
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
黄
表
紙
と

は
区
別
し
た
。
な
お
、
過
料
直
後
の
寛
政
二
年
の
正
月
に
、
京
伝
は
全
八
作
品
の
黄

表
紙
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
大
極
上

請
合
売

心
学
早
染
草
」
は
、
京
伝
に
よ
る

教
訓
的
作
品
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
同
年
に

京
伝
が
上
梓
し
た
複
数
の
黄
表
紙
に
教
訓
的
な
要
素
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
寛

政
二
年
当
時
の
黄
表
紙
に
お
け
る
教
訓
性
は
「
大
極
上

請
合
売

心
学
早
染
草
」
に
特
有
の
趣
向
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
稿
「「
大
極
上

請
合
売

心
学
早

染
草
」
の
「
理
屈
臭
き
」
趣
向 

― 

教
訓
と
の
関
係
を
再
考
し
て 

―
」（『
国
文
学
攷
』

第
二
〇
六
号
、
平
成
二
十
二
年
六
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
小
池
藤
五
郎
氏
に
よ
る
「「
心
学
早
染
艸
」
は
大
当
り
の

傑
作
で
あ
つ
て
、
黄
表
紙
史
上
に
与
へ
た
影
響
は
大
き
く
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
黄
表

紙
が
、
教
訓
的
分
子
を
取
入
れ
る
契
機
を
な
し
て
ゐ
る
」（『
山
東
京
伝
の
研
究
』
岩

波
書
店
、
昭
和
十
年
、
二
五
六
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
氏
は
、
同
書
第
三

篇
「
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
」
第
六
章
「
後
期
」
一
「
教
訓
物
」（
一
）「
黄
表
紙
史
上
に

於
け
る
心
学
物
と
其
の
展
開
」
の
ま
さ
に
冒
頭
で
「
心
学
早
染
草
」
を
取
上
げ
て
、「
全

黄
表
紙
を
駆
つ
て
一
転
向
を
な
さ
し
む
る
原
因
と
な
つ
た
」（
二
八
六
〜
二
八
七
頁
）

と
称
し
て
い
る
。

な
お
近
年
で
も
鈴
木
俊
幸
氏
「
寛
政
期
の
山
東
京
伝
黄
表
紙
と
蔦
屋
重
三
郎
」（『
国

文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
〇
ー
六
、
平
成
十
七
年
六
月
）
や
佐
藤
至
子
氏
『
山

東
京
伝 

― 

滑
稽
洒
落
第
一
の
作
者 

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
二
十
一
年
）
に

よ
っ
て
、「
大
極
上

請
合
売

心
学
早
染
草
」
は
心
学
の
発
想
に
基
づ
く
黄
表
紙
の
嚆
矢
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
棚
橋
正
博
氏
『
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
を
読
む
　
江
戸

の
経
済
と
社
会
風
俗
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
十
四
年
）
第
三
章
「
山
東
京
伝
の
黄
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波
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
）
の
中
で
「
近
世
初
期
の
市
井
の
風
俗
、
巷
談
雑
話
、
人

物
の
逸
事
な
ど
に
つ
い
て
、
旧
蹟
を
訪
ね
古
書
画
を
探
り
な
ど
し
て
、
典
拠
の
正
確

を
期
し
て
考
証
し
た
も
の
。（
中
略
）そ
の
厳
密
な
考
察
の
姿
勢
は
、後
出
の『
骨
董
集
』

と
と
も
に
、現
在
も
な
お
有
益
な
文
献
た
る
価
値
を
保
た
し
め
て
い
る
」と
定
義
し
た
。

な
お
、
近
年
で
は
、
堤
邦
彦
氏
が
「
諸
条
に
顕
著
な
京
伝
の
考
証
方
法
は
、
依
拠

し
た
典
籍
を
い
ち
い
ち
示
し
（
中
略
）
先
行
文
献
に
も
と
づ
く
考
証
と
は
別
に
、
存

疑
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
実
地
に
こ
れ
を
踏
査
し
て
こ
ま
か
な
事
実
の
確
認
を
試
み

て
い
る
」と
し
、厳
密
な
考
証
方
法
を
評
価
し
た
。
た
だ
し
図
画
・
挿
絵
に
関
し
て
は
、

巻
二
の
七
「
羽
生
村
累
の
古
跡
」
に
お
け
る
「
累
怨
霊
図
」
を
取
り
上
げ
「
極
め
て

実
証
的
な
考
証
態
度
と
は
別
種
の
、
編
者
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
の
投
影
を
み
る
こ

と
も
そ
う
難
し
く
あ
る
ま
い
」
と
の
見
解
も
示
し
た
（「『
近
世
奇
跡
考
』
―
豊
か
な

考
証
と
絵
ご
こ
ろ
―
」、『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
ー
六
、
平
成
六
年
五
月
）。

９
　
引
用
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
新
装
版
〈
第
二
期
〉
６
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
六
年
）

に
よ
り
、
引
用
の
末
尾
に
頁
数
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て

は
振
り
仮
名
を
省
き
、
傍
線
を
私
に
施
す
な
ど
の
処
置
を
と
っ
た
。

10
　
以
下
、山
東
京
伝
の
読
本
の
引
用
は
す
べ
て
『
山
東
京
伝
全
集
』
第
十
六
巻
「
読
本
２
」

（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
九
年
）
に
よ
り
、
引
用
の
末
尾
に
頁
数
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し

た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
振
り
仮
名
を
省
き
、
傍
線
を

私
に
施
す
な
ど
の
処
置
を
と
っ
た
。

― 

く
ぼ
た
・
あ
い
、
山
口
県
立
徳
山
高
等
学
校
教
諭 

―


